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Ａ．研究目的 

 乳幼児の視覚は発達途上にあり、視覚刺激の

遮断に対する感受性が高い。このため乳幼児期

に起こる眼疾患や斜視の視機能予後は、第一に

早期に発見できるかどうかで決まる。しかし、

従来の乳幼児健診は、問診や小児科医の診察が

主体で、実施の有無、時期、方法には地域差が

あり、視覚の感受性の高い 0～3歳に起こる眼

疾患の有効な検出法は確立していない。また、

3 歳児健康診査における眼の疾病及び異常の

有無の診察は全国に導入され、視力検査が必須

項目となっているが、実施方法には地域による

格差があり、弱視の見逃しの問題が指摘されて

いる。したがって、乳幼児健診における有効な

視覚スクリーニングの標準化と連携は、健やか

な子どもの発育を促すための切れ目のない保

健・医療体制を提供するために急務の課題と考

えられる。 

本研究では、第一に視覚スクリーニングの標

準化に関し、「乳幼児健康診査身体診察マニュ

アル」に準拠して情報発信し、全国的に展開可 

能とすべく講義を行った。第二に新たな視覚ス

クリーニング機器の有効性を検証し、小児科と

眼科の連携のための運用マニュアルを作成し

た。第三に小児期の切れ目のない Health 

supervision のための指針（日本版 Bright 

Futures）の作成にあたり、眼疾患（乳幼児期、

学童期以降）に関する指針を分担して作成した。 

 

Ｂ．研究方法 

１）乳幼児健診における視覚スクリーニングの

標準化 

身体診察マニュアルに準拠した新生時、乳幼

児期の視覚異常の診察と判定法をまとめ、情報

発信した。 

２）新たな視覚スクリーニング機器の検討 

 Spot Vision Screener（SVS）を国立成育医療

研究センター眼科に受診した生後 6か月から 3

歳までの小児に試用し、有効性を検討した。 

 小児科医と眼科医の連携のために、SVS運用
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マニュアルを作成した。 

３）日本版 Bright Futuresのための指針 

眼疾患に関する指針を乳幼児期、学童期以降

に区分して作成した。 

（倫理面への配慮） 

国立成育医療研究センター眼科で行った機

器による視覚スクリーニング及び精密検査に

ついては、臨床上必要性のある患者に対して同

意を得て実施したもので、本研究による患者へ

の負担は生じていない。検査結果の解析にあた

っては、匿名化し、個人が特定できないように配

慮して行った。 

 

Ｃ．研究結果 

１）乳幼児健診における視覚スクリーニングの

標準化 

身体診察マニュアル(文献 1)に準拠した新

生時、乳幼児期の視覚異常の診察と判定法を図

解したレジメを作成し、小児科医のための研修

会をはじめ、各地の小児科医会、眼科医会の学

術講演会にて解説した。 

２）新たな視覚スクリーニング機器の検討 

 Spot Vision Screener（SVS）を国立成育医療

研究センター眼科に受診した生後 6か月から 3

歳までの小児 228例に試用し、両眼同時測定の

可否、SVSによる異常判定結果（斜視判定、屈

折異常判定）と、眼科精密検査・判定結果（要

治療・要経過観察）を比較検討した。自覚的検

査の難しい低年齢児に対しSVSは有用であり、

器質疾患や斜視の検出精度が高いが(文献 2)、

弱視危険因子となる屈折異常判定には乱視、不

同視、近視の偽陽性が多く、判定基準に改変の

余地があると考えられた。 

これを基に、SVSの活用と連携を図るため、

小児科医向けSVS運用マニュアルVer.1を作成

し、関連学会の審議を経て情報発信した(文献

3)。 

３）日本版 Bright Futuresのための指針 

眼疾患に関する指針を下記の項目を立てて

作成した。 

１、乳幼児期の眼疾患 

【視覚の発達と眼疾患】 

●視覚の発達 

●乳幼児期に注意すべき眼疾患 

●幼児期に頻度の高い弱視と斜視 

【健診での注意点（問診と診察）】 

●問診 

●診察のポイント 

●手持ち自動判定機能付きフォトスクリーナ

ー装置、Spot Vision Screener 

●3 歳児眼科健診 

【フォローアップ方針】 

【保護者へのガイダンス】 

２、学童期以降の眼疾患 

【注意すべき眼疾患】 

●弱視・斜視 

●眼外傷 

●感染症 

●アレルギー性結膜炎 

●コンタクトレンズ 

●屈折異常 

●色覚異常 

●心因性視覚障害 

【健診での注意点（問診と診察）】 

●学校健診 

【フォローアップ方針】 

【保護者へのガイダンス】 

 

Ｄ．考察 

 身体診察マニュアルに準拠した新生時、乳幼

児期の視覚異常の診察と判定法を普及させる

ことで、重症眼疾患の早期発見と予後の向上に

結び付くと考えられる。今後は乳幼児健診のア

プリでの入力システムに本成果を反映させて

有効性の検証を図りたい。 

新たな視覚スクリーニング機器 SVS は、検

査成功率が高く、鋭敏度が高いため、眼科健診

の精度向上に大きく寄与すると考えられる。本

邦に急速に普及しつつある本機器に対し、SVS

運用アニュアルに更新を加え、小児科と眼科が
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連携体制をとって、十分な活用を図ることが課

題である。 

日本版 Bright Futuresの作成にあたり、眼疾

患に関する指針を全体に包括しうるよう適切

に改変していくことが課題である。 

 

Ｅ．結論 

 乳幼児健診における視覚スクリーニングの

標準化と連携に向けて、第一に身体診察マニュ

アルに準拠した診察と判定法の普及が有効と

考えられる。第二に新たな視覚スクリーニング

機器の導入が視覚異常の早期発見に非常に有

用と考えられるが、連携のためのマニュアルの

更なる修正が必要である。第三に日本版 Bright 

Futures のための指針（眼疾患）を今後改訂し

て切れ目のない保健・医療体制の提供に寄与す

ることが課題である。 
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